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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロータディスク（１）のフランジ（３）を軸方向に保持する装置であって、装置は
　複数の壁によって画定される環状窪み（６）を与える放射面（４）を有し、その１つが
放射方向に外側へ展延するリム（１１）の内部面によって形成されるロータディスク（１
）と、
　その放射内方部分に、窪み（６）の放射外方壁に対して押圧する環状基部（１３）と、
基部から放射方向に内側へディスクの窪みの中に展延する基底（１５）とを与える環状フ
ランジ（３）と、
　リム（１１）の軸方向内部面（２２）に対面してそれによって実質上軸方向に作用する
第１軸方向力（Ｆ１）をもたらす軸方向外部面（１９）と、基底（１５）の軸方向外部面
（１７）に対面してそれによって実質上軸方向であり第１の軸方向力に対向する方向に作
用する第２軸方向力（Ｆ２）をもたらす軸方向内部面（２０）と、フランジ（３）の基部
（１３）の軸方向内方面（２５）に対面してそれによって実質上放射方向に作用する放射
方向力（Ｆ３）をもたらす放射外方面（２１）とを有し、軸方向力（Ｆ１、Ｆ２）が互い
に放射方向に偏る、ロータディスクの窪み（６）中に配置された分割環状保持リング（７
）とを含み、
　前記保持リング上に作用する力（Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３）間の機械的平衡を得るために、フ
ランジの基部（１３）の放射内方面（２５）に対面する前記面（２１）から由来する放射
方向力（Ｆ３）が保持リングの重心（Ｇ）を通過する放射面（２８）に対して軸方向に偏
る面（２７）内に位置するように、保持リング（７）の放射外方面（２１）が環状後退部
（２６）を与えることを特徴とする、装置。
【請求項２】
　フランジの基部（１３）の放射内方面（２５）に対面する保持リング（７）の放射外方
面（２１）から由来する放射方向力（Ｆ３）が、保持リングの軸方向外部および内部面（
１９および２０）間に位置する放射面（２７）内にあることを特徴とする、請求項１に記
載の装置。
【請求項３】
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　保持リング（７）の放射外方面（２１）中の環状後退部（２６）が、翼根部（１５）の
軸方向外部面（１７）に対面するリングの軸方向内部面（２０）から由来する第２軸方向
力（Ｆ２）がリム（１１）の軸方向内部面（２２）に対面するリングの軸方向外部面（１
９）から由来する第１軸方向力（Ｆ１）に対して放射方向外側へ偏るとき、放射方向力（
Ｆ３）がリングの重心（Ｇ）を通過する放射面（２８）に対してリングの内部面（２０）
に向かって放射方向に偏る面（２７）内にあるように配置されることを特徴とする、請求
項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　保持リング（７）の放射内方部分がロータディスク（１）のリム（１１）の後方に形成
された溝（１０）に受容されることを特徴とする、請求項１から３のいずれか一項に記載
の装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の少なくとも１つの保持装置を含む、ターボ機械
タービン。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の少なくとも１つの保持装置を含む、ターボ機械
。
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